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1 月 31 日からスタートした第 1 回市会定例会では、代表

質疑、関連質疑、局別審査、総合審査と、令和 4 年度の予算

に関する議論を重ねて行ってまいりました。  

令和 4 年度予算は、喫緊の課題である感染症対策と横浜経

済の回復に加え、子育て支援・教育・DX・脱炭素に重点を置いて編成されています。  

時代と共に本市の置かれる状況は変化しており、市政を取り巻く課題は多様化・複雑化してい

ますが、将来にわたって性別や障害の有無にかかわらず誰もが「住みたい・住み続けたい」と思

える横浜、事業者の皆様から選ばれる横浜を創っていくためには、ＳＤＧｓの視点も踏まえなが

ら、暮らし自体を充実させる持続可能で魅力あふれる都市を築いていくための取組を進めていく

ことが一層重要となります。  

このような認識のもと、子ども達や将来市民に対して、横浜の豊かな未来をつないでいくとい

う責務を果たす思いで令和４年度予算の議論を行い賛成多数で可決しました。  
※ DX→デジタルトランスフォーメーション   

「IT の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念 

 市民の皆様の信頼にこたえ、必要な施策を 

推進するために、庁内の検討を進め、推進し 

ていく取り組みは次のようになります。 

 

 

 

 

中学校給食の検討 子育てしやすい環境の検討 高齢者等外出支援の検討 

感染症対策・健康安全室の新設 デジタル・デザイン室の新設 

行政イノベーション推進室の新設 シティプロモーション推進室の新設 

 

「財政ビジョン」・行政運営の基本方針」・「次期中期計画」策定 

ウクライナ国旗の色にライトアップされた市庁舎 



 

各局の予算審議が連日行われました。3 月 18 日には、予算総合審査が行われ、ふもと理恵は会派を代

表して質問に立ち、山中市長・教育長等に、これからの課題等について提言や質問を行いました。 

 

市長公約であった小児医療費助成制度の拡大に

ついて子育て世帯は大きな期待をもって見ていま

す。市民の要請に応えて次期中期計画において、

制度拡充に向けたシナリオを明確にし、国のこど

も政策の動きを捉えて、小児医療費助成について

は国の制度としていくよう検討することを国に強

く要望すべきです。 

【市長】 

小児医療費助成事業の方向性については、これま

での経過や課題などを踏まえ、庁内でどのように進

めていくべきかしっかりと議論し次期中期計画に位

置づけてまいります。昨年 11 月に労働大臣政務官

にご面会をして全国一律の負担軽減制度の構築やそ

れまでの間の市区町村への財政支援の実施について

強く訴えてまいりました。この要望は子育て支援に

力を入れていく本市にとって、重点的に行っていく

べきものであると認識しております。 

 

【教育長】 

本市が作成する広報啓発物の発行に合わせ教育委員会事務

局においても児童生徒や保護者に対して、様々な場面で周知

を図っていきたいと考えます。その中の一つの方法として、

学校が管理するホームページ等への掲載についても働きかけ

ていきます。 

 4 年度はヤングケアラーについての広報啓発に取り組んでい

くが、日常的にこどもや保護者の目の触れやすい場所で周知し

ていく必要があり、学校のホームページにヤングケアラーに関

する内容を掲載すべきです。 

児童数の減少により、今後学校統合の検討が進んで閉校となる学校が増えていくと認識しています。 

学校跡地は大変大規模な資産になります。地元の旧いちょう小学校は隣接する県有地との境界確定作業

などで時間を要していると聞いています。これらの解決に取り組みながらまち作りの視点も踏まえて、

今後学校跡地の利活用をどのように進めていくのか市長に伺います。 

 

予算総合審査に立ち、山中市長に聞く！ 

小児医療費助成事業について 

＜現行の横浜市小児医療費助成制度＞ 

ヤングケアラー支援について 

 

未利用等土地(学校用地)の利活用について 



 

市長は就任直後の昨年 9 月の初心表明において、公約の一つであった

IR 誘致を撤回しました。新たな山下ふ頭再開発の計画については、多く

の市民運動に支えられ、市民自治を掲げて誕生した山中市政での初めて

の大型開発となります。 

一方で、いまだ IR の収益効果は大きく、横浜にとって有益という声も

聞こえてきます。横浜市では、内港地区・山下ふ頭、どこにおいても、

将来にわたり、IR 誘致に取り組むべきでないと思います。見解を伺いま

す。 

【市長】 

山下ふ頭については、市民の皆様にご理解ご納得いただける再開発を

実現することが重要であると考えております。 

そのため、市民意見の募集等に加え、私自身が地域に出向き多くの

方々と意見交換を進めてまいります。 

優れた立地そして広大な開発空間を生かし、市民意見を反映した、そ

して横浜経済を牽引するためのまちづくりに向けて、カジノ含む IR に

頼ることなく、しっかりと取り組んでまいります。 

 

 

【市長】 

横浜の未来を見据え時代の変化に的確に対応した政策に取り組んでいくこと、そして、歳出改革や財

源の確保に取り組み、財政の健全性を維持していくことこれらをしっかりと両立していくことが重要で

す。 

横浜市の各部署の隅々まで、こうした認識を共有させ、連携して取り組んでいけるよう、私自身は

もちろんのこと、副市長、そして経営責任職が一丸となってスピード感を持って取り組んでまいりま

す。 

 【市長】 

境界確定などの権利関係の整理があるとこ 

ろ、またコミュニティハウスや地域防災拠点 

の再指定をどうしていくのかそれぞれその学 

校ごとに解決に時間を要する特有の課題があ 

ります。 

市民の皆様から負託された貴重な財産であり財源確保も視野に、その価値を最大限発揮させていく

ことが大変重要な取り組みであると考えております。まち作りの視点を踏まえ、地域の魅力向上に繋

がる利活用が実現できるよう市民や企業の皆様と情報をしっかりと共有しながら庁内各部署が連携を

図り、着実に進めてまいります。 

 

 

山下ふ頭再開発について 

市政運営について 

 令和 4 年度は、横浜の転換点であり、市政をしっかり前に進めていくためには、責任職の皆さんと

の連携が欠かせません。円滑で力強い市政運営を進める決意について市長に伺います。 



 

横浜市会議員               プロフィール 

（泉区）   
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【2021 年度】 

常任委員会：こども青少年・教育委員会(副委員長)                    

特別委員会：郊外部再生・活性化特別委員会 

会   派：副団長 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

   現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

障がい者グループホーム視察 ライオンズクラブ献血活動参加 

横浜市功労者表彰を受ける ウクライナ難民支援募金活動実施 

どんと焼き参加 

深谷通信所跡地に関しては、「(仮称)公園整備事業」と「(仮称)墓園整備事業」に関して 4 回にわたり説明会

が行われ、ご意見を受けて見解をまとめているところ 

で、環境の保持、周辺道路と外周道路、防災機能、 

全体スケジュールについてなどたくさんのご意見をい 

ただいています。 

 令和 4 年度は、次のような事業計画案にそって、進 

められます。 

<政策局> ・計画全体調整 

     ・国有地処分の準備に必要な図書作成 

     ・暫定利用に関する維持管理、運営 

<健康福祉局><環境創造局> 

     ・環境影響評価の手続き等の推進 

<道路局>  ・外周道路、連絡道路の検討調査 

<泉区>  ・中央広場、トイレの維持管理、 

     ・イベント等による PR  


